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 　　郡　山　市　長

　以下のとおり全て事実と相違ないことを申告いたします。

１　民事再生法又は会社更生法の適用の有無について

　当社の民事再生法又は会社更生法適用の有無については、次のとおりです。

該当あり 該当なし

〇

〇

〇

〇

 　　注１

 ※

 注２

        

     (1)　登記事項証明書の写し

     (2)　以下の書類の写し（該当するもの全て）

            ・手続開始申立書

            ・手続開始決定の通知書

            ・開始決定及び手続移行の決定書

            ・手続終結決定の通知書

     (3)　上記以外で、現在の手続状況が確認できる書類があれば、添付してください。

小規模修繕契約希望者登録申請に係る申告調書（記入例）

住所又は所在地 郡山市朝日一丁目23番7号

商号又は名称 郡山市役所株式会社

令和　7　年　〇　月　○　日

　再生（更生）手続終結の決定を受けている。

全項目について「該当あり」「該当なし」の欄のいずれかに○を付けてください。

　審査基準日以前に適用を受けたもので、令和４年３月31日までに手続終結の決定を受けた もの
は「該当なし」とすること。

　一箇所でも「該当あり」の欄に○が付いた方は、事実の発生日や事実の詳しい内容が分かる以下
の書類を提出してください。

代表者職氏名 代表取締役　〇〇　〇〇

状　　　　　　　　況　　　　　　　　等

　再生（更生）手続開始の申立てを行っている。

　再生（更生）手続開始が決定している。

　再生（更生）計画の認可又は不認可が決定している。

提出日を記入→

←記入

←該当あり・該当なしの

いずれかに〇をつける


